












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3. 2. 1. 5. 4. 3. 2. 1. 3. 2. 1. 2. 1 
④同繋③同同繋雌繋坤坤大小
2 右辞 2 右右僻卦静卦卦有畜
のプ上司 o 0 上主下文上象大
韓在二韓《 尖 露 。 辞 。 主 主 六 僻 象
湾 地 仰 司 自垂象をよ主 JJJJ
八 成 以 〈草著天離有夫龍其語





也低以 JS J 形干物嘉玄者
J 肉 祭 ※ ※ J 天相主E黄也
※)於 。日※ J雑 也 ぜ ゴ ロ
議 四 臼 旅立
理 穀故天
J 草日玄
木文自而
閲 J》地
子※ 望号
I V 
以
上
向
事
実
は
、
『
文
心
雌
龍
』
町
全
体
を
体
系
づ
け
て
い
る
文
学
原
理
が
、
八
易
v
の
論
理
で
構
成
さ
れ
て
い
る
動
か
し
え
な
い
証
拠
と
な
る
で
あ
《鈎》
噌今、っ。先
人
的
論
考
に
も
、
以
上
町
事
実
を
指
摘
す
る
も
の
は
あ
っ
凶
「
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
多
く
、
事
実
の
指
摘
の
み
に
止
ま
り
、
そ
れ
が
彼
同
文
学
論
・
文
章
論
に
、
如
何
に
有
機
的
に
連
関
し
て
い
く
か
を
、
把
握
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
い
ま
為
す
べ
き
こ
と
は
、
劉
艇
の
世
界
観
を
形
成
し
た
、
根
本
的
思
考
様
式
と
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
ま
た
、
そ
れ
は
彼
の
文
学
論
・
文
章
論
へ
如
何
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
を
、
追
究
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
根
本
的
思
考
様
式
的
、
文
学
論
・
文
章
論
へ
の
展
開
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
〈
易
〉
を
根
拠
と
し
て
い
る
、
劉
邸
内
根
本
的
思
考
検
ム
乱
そ
の
も
の
の
解
明
に
、
考
察
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
が
拠
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
〈
易
的
論
理
〉
と
は
、
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
〔
固
〕
劉
拠
は
八
易
〉
の
も
つ
、
如
何
な
る
論
理
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
前
提
と
し
て
、
〈
易
V
そ
の
も
の
が
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
、
注
釈
者
に
従
っ
て
理
解
の
し
か
た
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
事
部
V
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
劉
脇
町
文
学
論
・
文
章
論
を
、
こ
の
点
を
踏
ま
、
え
た
う
え
で
考
察
し
た
論
考
も
、
従
来
に
は
見
当
ら
な
い
。
結
論
か
ら
さ
き
に
一
吉
う
な
ら
ば
、
劉
叫
が
根
拠
と
し
た
の
は
、
王
弼
・
韓
康
伯
の
〈
易
v
で
あ
っ
た
。
王
弼
、
字
は
輔
嗣
(
西
暦
ニ
二
六
年
二
四
九
年
)
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
漢
代
的
〈
象
数
の
易
V
に
対
し
て
、
〈
義
理
的
易
V
を
説
い
て
、
〈
易
v
の
解
釈
に
全
く
新
し
い
理
解
を
示
し
、
僅
か
二
十
四
歳
で
病
没
し
た
が
そ
そ
の
オ
は
天
才
的
と
も
言
わ
れ
る
学
者
で
あ
る
。
ま
た
、
韓
康
旬
名
は
伯
、
康
伯
は
字
(
西
暦
三
三
二
年
三
八
O
年
)
は
、
王
弼
の
後
を
継
承
し
、
王
A
U》
角
泊
d
弼
が
注
を
施
さ
な
か
っ
た
繋
静
伝
以
下
に
注
し
た
人
物
で
あ
る
。
き
て
ま
ず
、
王
弼
・
韓
康
伯
の
〈
易
v
の
論
理
を
解
明
す
る
前
に
、
劉
艇
が
、
王
弼
・
韓
康
伯
の
ハ
易
v
に
根
拠
を
置
い
て
い
た
と
推
定
し
う
る
、
五
つ
の
証
拠
を
提
示
し
て
お
き
た
叶
「
紙
数
の
関
係
上
、
直
接
、
王
弼
・
《
出
》
韓
康
伯
の
易
注
、
及
び
王
弼
の
『
周
易
略
例
』
よ
り
す
る
事
例
に
限
定
し
た
。
ω、
「
神
思
第
二
十
六
」
に
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
〈
猫
照
之
匠
、
間
安
札
前
而
運
斤
J
こ
の
な
か
町
、
八
意
象
〉
と
い
う
言
葉
は
、
八
易
V
町
経
伝
に
は
な
い
。
明
ら
か
に
、
主
弼
町
『
周
易
略
例
』
「
明
草
篇
」
町
、
有
名
な
次
円
一
文
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
〈
夫
象
者
、
出
品
町
者
也
。
言
者
、
明
象
者
也
。
壷
帝
英
若
染
、
琵
象
英
若
品
言
問
。
v
つ 王 な
で 弼 お
あ独
る 自 ♀
。の号
も《
の象
て事 V 
舎告.， ~ 
の
王 =
喫者
口 町
〈 山
号潔
を
解、
釈あ
'" -よ
芙1
根 I』
苦握
則gf
Oヲ v
山グ〉
'f !そ
(2) 
「
風
骨
第
二
十
八
」
に
は
、
次
の
一
文
が
あ
る
。
〈
能
研
諸
慮
、
何
遼
之
有
哉
。
v
八れ
能・ は
研。
諸・ 42 
侯xm 
含〈下
う日{云
」
の
次
'" 
文
を
直
接
グコ
典
故
と
し
て
る
脇)
と
こ
ろ
が
、
王
弼
町
『
周
晶
略
例
』
「
明
長
過
密
筋
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
文化離龍研究序説(門
(3) 
〈
能
説
諸
心
、
能
研
諸
慮
。
v
す
な
わ
ち
、
釧
腿
は
、
王
弼
の
『
周
晶
略
例
』
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
文
を
綴
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
原
道
第
ご
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
八
人
文
之
元
、
臨
白
太
極
J
59 
こ
の
文
も
、
一
次
的
に
は
、
「
繋
辞
上
停
」
向
次
町
一
文
に
依
拠
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。〈
是
故
易
有
太
極
、
是
生
雨
儀
。
v
れ
の
韓
康
伯
町
注
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
八
夫
有
必
始
於
号
、
故
太
怪
企
雨
僻
也
。
か
極
争
、
Z
U
椛
之
静
。
不
可
得
而
名
。
取
其
有
之
所
極
。
況
之
太
極
者
也
。
v
ま
た
、
「
繋
静
上
仰
」
に
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
ハ
大
好
之
敏
五
十
、
其
周
囲
十
有
九
J
ロ
と
こ
れ
円
韓
康
伯
注
は
、
王
弼
の
言
葉
を
引
用
し
で
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
〈
王
弼
目
、
抽
出
天
地
之
紋
所
頼
者
五
十
也
。
其
周
囲
十
有
九
、
則
其
一
不
用
也
。
(
中
略
)
L
U
F
干
ル
L
U
軒
、
札
町
肌
ぽ
札
r占
伊
。
か
や
ιr占
十
秒
む
岳
、
冊
必
明
其
所
b
b宗
骨
。
v
ふ
た
つ
の
腕
康
伯
注
を
検
討
す
れ
ば
解
る
よ
う
に
、
〈
太
極
v
と
〈
元
〉
と
は
、
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
八
鹿
白
太
極
v
と
い
う
言
葉
は
、
韓
康
伯
注
の
ハ
始
於
王
v
と
い
う
表
現
に
沿
い
つ
つ
、
そ
の
意
味
内
容
を
踏
ま
え
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
必
F
(4) 
「
徴
聖
第
二
」
に
は
、
〈
断
決
〉
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
八
番
契
酔
hr
以
龍
夫
。
v
こ
れ
の
基
づ
〈
と
こ
ろ
は
、
「
夫
卦
象
酔
」
「
繋
辞
下
侍
」
の
次
円
文
で
あ
る
。
ハ
夫
、
決
也
。
〉
(
輩
)
60 
ハ
上
古
結
縄
而
治
、
後
世
聖
人
易
之
以
書
契
、
百
官
以
治
‘
寓
民
以
察
、
蓋
取
諸
夫
J
(
繋
)
康こ
伯 こ
注に
は は
さ命
引決
よ〉
うと
で い
あう
る言
。葉
は
用
し、
ら
れ
て
u、
な
し、36
の
箇
所
グ〉
韓
八
夫
、
決
也
。
書
契
所
以
池
内
断
商
事
也
。
v
ハ
断
決
v
と
八
決
断
v。
文
字
が
倒
置
さ
れ
て
は
い
る
が
、
意
味
に
相
違
は
な
い
。
因
み
に
、
敦
煙
出
土
唐
写
本
『
文
心
雌
龍
』
に
は
、
〈
決
断
v
と
な
っ
【"と
て
い
る
。
こ
れ
も
、
劉
艇
が
、
時
康
伯
の
注
文
に
依
拠
し
て
文
を
織
り
在
し
た
証
拠
町
ひ
と
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
同
州
、
同
ヒ
く
「
徴
聖
第
二
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
【泌
w
〈
捜
通
適
品
目
.
V
れ
は
、
「
繋
解
体
」
の
次
の
文
を
、
直
接
的
典
故
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
唯化
慶・而
所裁
適・之
J 謂
?孟
叫、
)推
而
行
之
宮目
之
9・
上
伸
こ
の
二
条
町
文
に
は
、
〈
適
骨
v
と
い
う
言
葉
は
な
寸
v
と
り
わ
け
、
〈
官
v
と
い
う
文
字
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
両
者
向
韓
康
伯
注
に
は
、
次
の
よ
う
に
ハ
骨
〉
の
字
が
見
え
る
。
嬰ー因
動而
世制
於其
適・官・
時過・
3襲:
舎之
存道
官.事
t号τ
こ高
下註
仰)
注
す
な
わ
ち
、
ハ
適
骨
v
と
い
う
言
葉
は
、
韓
康
伯
注
か
ら
意
を
得
て
語
と
な
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
例
で
明
白
な
よ
う
に
、
劉
似
は
八
易
V
の
な
か
で
も
特
に
、
王
関
・
緯
成
伯
の
理
解
に
よ
る
〈
易
〉
に
、
そ
の
哲
学
的
根
拠
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
以
上
に
列
挙
し
た
五
例
は
、
語
句
・
語
法
に
お
け
る
類
似
の
用
法
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
に
も
、
孟
菩
・
京
房
・
馬
融
・
鄭
玄
等
町
、
い
わ
ゆ
る
漢
易
に
依
る
と
考
干
り
れ
る
も
の
が
、
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
寸
こ
と
が
注
意
さ
れ
、
さ
ら
に
、
引
用
さ
れ
る
〈
易
〉
の
経
伝
的
内
容
に
お
い
て
も
、
漢
易
独
自
の
解
釈
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
、
ひ
と
つ
も
無
い
こ
と
な
ど
は
、
前
述
の
推
定
を
側
面
か
ら
支
え
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
〔亙〕
劉
跡
的
拠
っ
た
〈
易
〉
が
、
漢
代
的
〈
象
数
の
易
v
で
は
な
く
、
八
義
理
の
易
v
と
称
さ
れ
る
、
王
弼
及
び
、
そ
の
後
を
継
承
し
、
王
弼
が
注
を
施
さ
な
か
っ
た
繋
辞
伝
以
下
に
注
し
た
韓
康
伯
の
〈
易
v
で
あ
る
こ
と
が
、
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
主
弼
・
斡
康
伯
の
〈
易
v
は
、
そ
の
根
本
に
如
何
な
る
論
理
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
は
、
こ
の
占
を
具
体
的
に
追
究
し
て
い
く
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
王
弼
は
、
従
来
的
〈
易
〉
解
釈
と
は
全
〈
異
な
っ
た
新
し
い
理
解
を
示
し
、
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
を
韓
康
伯
が
継
承
し
た
と
さ
れ
る
。
『
文
心
雌
龍
』
が
、
か
か
る
両
者
の
八
易
v
に
依
拠
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
わ
け
て
、
彼
等
の
八
新
V
の
部
分
に
根
拠
を
置
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
固
と
す
る
な
ら
、
従
来
的
解
釈
を
表
面
的
に
継
承
し
時
箇
所
に
で
は
な
く
、
〈
新
〉
の
部
分
に
こ
そ
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
じ
つ
は
こ
の
〈
新
〉
の
部
分
こ
そ
が
、
最
も
本
質
的
に
、
王
弼
・
韓
康
伯
の
〈
易
〉
を
、
〈
王
弼
・
緯
康
伯
の
易
v
た
ら
し
め
て
い
る
箇
所
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
数
条
に
、
最
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
脇)
①
〈
道
者
何
。
元
之
棉
也
。
元
不
通
、
元
不
由
也
。
況
之
臼
道
。
寂
然
元
組
、
不
可
潟
象
。
必
有
之
用
極
、
而
元
之
功
願
。
故
至
干
神
元
方
、
而
易
五
位
、
而
道
可
見
失
。
故
窮
嬰
以
謹
神
、
因
神
以
明
道
。
陰
陽
臨
殊
、
元
一
以
待
之
。
在
陰
濡
元
陰
、
陰
以
之
生
。
在
陽
民
元
陽
、
陽
以
之
成
。
故
目
、
一
陰
一
陽
也
。
V
(
繋
僻
上
八
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
v
円
韓
康
伯
注
。
)
②
八
肺
也
者
、
嬰
化
之
極
、
妙
高
物
市
民
言
、
不
可
以
形
詰
者
也
。
故
目
、
除
陽
不
測
。
嘗
試
論
之
目
、
原
夫
雨
儀
之
速
、
時
物
之
動
、
宜
有
使
之
然
哉
。
英
不
摘
化
於
大
底
、
欽
両
而
自
造
失
。
造
之
非
我
、
理
自
主
聴
、
化
之
元
主
、
数
自
冥
速
。
故
不
知
所
以
然
、
而
況
之
仲
。
是
以
明
雨
俗
、
以
太
極
属
始
。
言
嬰
化
市
橋
極
子
紳
也
。
夫
唯
知
天
之
所
属
者
、
窮
理
組
化
、
坐
忘
遺
照
.
豆
虚
而
普
感
、
則
以
道
鶴
橋
。
不
思
而
玄
覧
、
則
以
紳
矯
名
。
謹
資
道
市
同
乎
道
。
由
紳
而
冥
於
紳
者
也
J
(
同
右
《
陰
陽
不
測
之
謂
道
。
v
何
時
康
伯
注
。
)
③
ハ
王
弼
目
、
演
天
地
之
敵
、
所
頼
者
五
十
也
。
其
周
囲
十
有
九
、
則
其
一
不
用
也
。
不
用
、
而
用
以
之
通
。
非
数
、
而
数
以
之
成
。
斯
易
之
太
極
也
。
四
十
有
九
、
数
之
極
也
。
夫
元
不
可
以
元
明
、
必
因
於
有
。
故
常
於
有
物
之
極
、
而
必
明
其
所
由
之
宗
也
。
V
(
同
右
《
大
針
之
数
五
十
‘
其
周
囲
十
有
九
。
v
向
韓
牒
伯
注
。
)
@
〈
夫
有
必
始
於
元
。
故
太
極
生
雨
儀
也
。
太
極
者
、
元
副
附
之
構
、
不
可
得
而
名
。
取
其
有
之
所
極
、
況
之
太
極
者
也
J
(
同
右
〈
是
故
易
有
太
極
、
是
生
雨
儀
。
v
の
斡
康
伯
注
J
文化雌龍研究序説(門
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弼
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語
F事
疑
の
次
円
文
を
挙
げ
て
お
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⑤
八
道
者
無
之
稽
也
。
無
不
通
也
、
無
不
由
也
。
況
之
日
道
。
寂
然
無
位
。
不
可
属
象
。
v
以
上
の
王
弼
、
及
び
勝
康
伯
の
注
に
は
、
次
の
よ
う
な
世
界
観
が
認
め
ら
れ
る
。
「
眼
前
に
展
開
す
る
現
象
世
界
は
、
時
々
変
化
す
る
こ
と
を
そ
の
本
質
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
変
化
そ
の
も
の
を
絶
対
化
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
形
説
を
超
え
、
形
体
の
な
い
〈
無
(
元
)
V
、
〈
太
極
v
、
〈
紳
〉
、
あ
る
い
は
〈道
V
と
稿
せ
ら
れ
る
実
体
が
、
そ
の
ま
ま
顕
在
化
し
て
作
用
を
為
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
日
ま
た
、
さ
ら
に
論
理
的
レ
ヴ
ェ
ル
に
ま
で
、
こ
れ
を
抽
象
化
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
だ
ろ
う
。
「
現
組
世
界
的
背
後
に
は
、
本
質
的
な
何
か
が
あ
り
、
現
象
世
界
と
は
そ
れ
が
顕
花
化
し
て
は
た
ら
さ
を
な
し
て
い
る
も
円
で
あ
る
。
ま
た
、
附
者
は
別
々
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
一
加
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
日
こ
れ
は
、
〈
本
質
的
な
何
か
〉
を
〈
体
v
、
〈
は
た
ら
き
〉
を
〈
用
v
と
し
て
、
一
般
に
八
体
用
の
論
断
「
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
こ
そ
が
、
劉
艇
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
根
本
的
思
考
様
式
で
あ
り
、
こ
れ
は
じ
つ
は
、
時
代
・
社
会
に
共
通
な
認
識
の
地
平
を
形
成
し
て
い
る
根
本
的
論
理
な
の
で
あ
ぷ
「
さ
て
、
劉
郷
町
世
界
観
を
示
し
て
い
る
記
述
、
た
と
え
ば
、
ハ
此
葦
道
之
文
也
。
〉
(
「
原
道
第
一
」
)
の
《
道
〉
と
〈
文
〉
の
関
係
は
明
ら
か
に
、
か
か
る
論
理
の
反
映
で
あ
【
勾
し
、
ま
た
、
〈
易
v
円
本
文
で
は
な
く
、
王
粥
・
韓
康
伯
の
注
釈
文
に
依
拠
し
た
『
文
心
臓
龍
』
の
文
章
が
、
彼
ら
の
注
釈
文
の
な
か
で
も
最
も
本
質
的
な
論
理
、
す
な
わ
ち
、
〈
体
用
の
論
理
〉
に
62 
ろ干'1<ょ
王本つ
。的て
思展
考開
様さ
式れ
でた
あも
るグ〉
こで与
とあ
をる皇
官日と
実は
物〈
体
語用
つ
グ〉
て
い論
理る v
与が
え留l
る邸E
Iこの
v
e
A
 
以
上
、
本
稿
で
は
『
文
心
雌
龍
』
が
、
王
弼
・
韓
康
伯
の
ハ
易
〉
に
依
拠
し
た
世
界
観
を
、
そ
の
文
学
論
・
文
章
論
の
根
底
に
も
っ
て
い
る
こ
と
、
王
弼
・
韓
康
伯
の
〈
易
〉
に
認
め
ら
れ
る
根
本
的
思
考
様
式
は
、
〈
体
用
の
論
理
v
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
彼
ら
の
理
解
に
よ
る
八
易
v
に
依
拠
し
た
『
文
心
雌
龍
』
も
、
ハ
体
用
の
論
理
〉
を
根
本
的
思
考
様
式
と
し
て
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
つ
ぎ
に
問
題
と
す
る
べ
き
こ
と
は
、
劉
跡
的
根
本
的
思
考
様
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
〈
体
用
の
論
理
v
が
、
『
文
心
雌
龍
』
全
書
に
、
と
り
わ
け
て
、
そ
の
文
学
論
・
文
章
論
に
、
如
何
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
、
彼
の
文
学
論
・
文
章
論
的
基
本
的
論
理
と
し
て
、
妥
当
性
を
有
す
る
も
の
か
否
か
を
問
う
こ
と
で
あ
り
、
『
文
心
雌
龍
』
の
本
文
に
沿
い
つ
つ
、
此
の
論
理
で
以
後
円
文
学
論
・
文
章
論
を
十
分
に
説
明
し
う
る
か
ど
う
か
を
、
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
与
え
ら
れ
た
紙
数
的
関
係
で
、
稿
を
改
め
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
〈
こ
と
に
し
た
い
。
(
一
九
七
八
年
八
月
)
1 
〔桂〕
(
l
)
ニ
の
論
争
は
、
『
丈
削
苧
遺
産
』
及
び
司
文
史
哲
』
等
に
お
い
て
、
主
と
し
て
随
侃
如
と
曹
道
荷
の
聞
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
茅
盾
、
張
啓
成
、
倒
章
、
活
文
湖
、
古
谷
、
郭
晋
輔
、
朝
紹
躍
、
毛
怪
枇
等
の
論
文
が
、
こ
れ
に
関
係
し
て
い
る
a
こ
の
地
に
も
、
『
大
陸
雑
誌
』
、
『
文
附
学
研
究
』
等
に
お
い
て
‘
張
服
、
劉
水
滴
等
が
、
論
文
を
発
表
し
て
い
る
.
こ
れ
ら
の
論
文
の
一
部
は
、
①
『
中
園
丈
畢
批
評
研
究
論
文
集
』
「
〈
丈
心
雌
随
}
研
究
専
拙
」
(
中
間
垣
間
文
祭
社
嗣
.
一
九
六
九
年
九
月
J
②
『
中
国
主
的
牢
批
評
論
文
輯
』
(
劉
綬
松
楊
明
間
等
著
・
沖
文
出
版
社
。
出
版
年
月
不
明
。
)
③
『
丈
心
雌
龍
論
文
集
』
(
陳
新
雄
・
子
大
成
博
士
主
嗣
.
木
揮
出
版
社
.
民
困
六
四
年
J
@
『
文
心
雌
龍
研
究
専
脱
』
(
餓
宗
願
主
嗣
回
香
港
大
串
中
文
串
品
目
.
一
九
六
五
年
.
)
⑤
『
士
心
唯
抽
出
研
究
論
文
集
』
(
昔
時
銭
等
者
。
世
江
主
理
術
学
院
中
文
研
究
室
。
民
困
五
十
九
年
J
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
(
た
だ
し
、
②
は
、
論
文
の
出
所
を
明
記
し
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
、
誤
楠
が
多
〈
、
良
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。
な
布
、
@
の
「
近
五
十
年
文
心
雌
龍
書
蹄
」
に
は
、
不
十
分
で
あ
る
が
、
『
文
心
雄
前
』
に
つ
い
て
の
著
述
.
論
文
の
リ
ス
ト
が
戴
せ
で
あ
る
。
)
ま
た
、
別
艇
の
基
本
的
思
組
に
対
す
る
見
解
の
相
違
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
人
人
は
、
次
の
五
つ
に
分
航
さ
れ
る
と
考
え
る
。
川
、
唯
物
論
(
儒
家
的
傾
向
〕
の
立
場
に
立
っ
と
す
る
も
の
。
(
随
侃
削
・
施
主
制
・
羅
恨
滞
楊
明
阻
・
茅
盾
也
a
)
問
、
客
観
唯
心
論
(
道
家
的
傾
向
)
町
立
場
に
立
っ
と
す
る
も
の
。
(
余
冠
英
張
啓
成
明
章
・
官
道
樹
・
郭
皿
日
時
他
。
)
ω、
仏
教
同
居
理
的
立
場
(
主
観
唯
心
論
)
に
立
っ
と
す
る
も
の
。
(
古
谷
石
畳
他
。
)
同
、
儒
道
仏
の
い
ず
れ
に
も
問
時
し
て
い
る
と
考
え
、
特
定
円
立
場
に
あ
る
と
は
L-い
も
の
。
(
醜
宗
願
苧
執
中
・
茸
侃
・
捌
永
楠
・
郭
紹
嘩
朱
東
湖
・
制
大
木
山
張
立
驚
他
J
問
、
特
に
見
解
を
述
べ
な
い
も
の
。
(
史
意
租
主
利
器
・
施
友
忠
曲
。
)
参
者
。
『
士
心
雌
郎
尿
道
奥
怖
道
義
疏
誼
』
(
石
畳
。
雲
在
書
毘
出
服
二
九
七
一
年
十
二
月
J
「
第
一
章
‘
道
」
。
(
2
)
「
減
惑
論
し
は
、
劉
艇
が
執
錯
し
た
も
の
で
あ
る
と
確
実
に
わ
か
っ
て
い
る
、
三
つ
の
ま
と
ま
っ
た
丈
章
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
①
‘
『
丈
心
離
間
』
。
②
、
寸
描
惑
論
」
。
(
『
弘
明
鼎
』
者
入
所
収
J
③
、
「
梁
建
安
王
造
剣
山
石
城
寺
右
像
碑
磁
」
.
2骨
格
掠
英
輔
晦
』
岩
十
六
所
収
目
)
な
お
、
古
川
幸
次
郎
氏
は
、
「
中
園
人
と
外
閤
語
〈
出
三
蔵
記
品
〉
と
劉
舵
」
(
『
丈
明
の
三
極
』
。
一
九
七
八
年
Jι
お
い
て
、
『
出
三
蔵
記
晶
』
の
実
際
の
執
筆
者
は
、
捌
臨
で
は
な
か
っ
た
か
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
{
3
)
こ
の
試
み
は
、
「
描
惑
論
」
の
な
か
で
も
、
ほ
と
ん
ど
次
め
主
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〈
至
近
宗
極
、
理
師
乎
一
.
妙
法
民
境
‘
本
悶
無
ニ
。
倫
之
至
也
、
則
空
玄
無
形
、
而
再
製
且
晒
寂
滅
無
心
、
而
玄
智
欄
間
ロ
幽
数
潜
官
、
英
見
其
極
冥
功
日
用
、
時
撤
其
然
。
但
宮
市
草
既
生
仮
名
造
立
、
世
雷
菩
堪
能
語
回
避
J
脇)
(
4
)
「
減
惑
論
」
に
よ
っ
て
、
『
文
心
雌
郎
』
の
基
本
的
思
想
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
時
代
錯
誤
で
は
立
い
か
と
考
え
る
。
「
減
惑
論
」
円
成
立
与
次
が
不
明
確
な
の
で
、
(
梁
縄
称
、
『
劉
彦
相
評
博
へ
楊
明
照
『
「
梁
書
劉
師
博
」
韮
設
へ
陸
侃
如
・
牟
世
金
『
劉
拙
論
創
作
』
所
収
、
凶
剖
邸
的
生
平
和
著
作
」
.
同
雨
氏
課
注
、
『
文
心
雌
間
選
部
』
所
収
、
「
作
者
的
生
平
和
思
想
¥
劉
節
、
「
劉
酷
評
博
」
(
(
l
)
③
所
収
J
な
ど
、
す
べ
て
言
及
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
責
継
持
氏
は
、
「
劉
叫
的
措
惑
論」
(
(
1
)
④
所
収
J
に
お
い
て
、
八
時
惑
論
一
文
、
確
切
富
作
年
代
巳
不
可
考
.
文
収
於
弘
明
県
串
八
、
乃
国
道
教
徒
作
一
ニ
破
論
以
誌
併
教
、
反
駁
而
作
。
減
惑
論
次
以
時
三
一
破
論
、
乃
搾
僧
順
所
作
、
然
開
僧
順
不
可
考
。
而
三
破
論
弘
明
韓
米
収
.
故
只
可
謂
減
惑
論
作
於
野
梁
之
問
、
在
天
草
十
レ
い
年
僧
胎
卒
年
之
前
而
巳
J
と
述
べ
て
い
る
J
断
言
は
差
し
ひ
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
文
心
雌
斑
』
の
成
立
が
、
劉
叫
が
未
だ
世
に
出
な
い
時
で
あ
っ
た
こ
と
.
(
『
梁
書
』
「
劉
臨
棉
」
に
よ
る
J
捌
臨
が
仏
教
に
探
〈
帰
依
し
た
と
さ
れ
る
の
は
‘
植
の
最
晩
年
で
あ
り
、
(
同
右
に
よ
る
J
「
減
惑
論
」
町
仏
教
思
想
的
完
成
度
を
考
曙
に
入
れ
る
と
、
『
文
心
雌
斑
』
の
成
立
の
方
が
早
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
.
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。
桂
内
調
査
で
、
正
直
生
氏
が
、
「
梁
劉
彦
和
先
生
年
踏
」
(
『
文
心
雌
斑
研
究
ヘ
文
史
哲
出
版
社
ι
民
国
六
五
年
三
月
。
所
収
J
に
お
い
て
、
「
時
惑
論
」
の
成
立
年
代
を
、
西
暦
四
九
五
年
、
『
文
心
唯
龍
』
を
、
西
暦
五
O
一
年
と
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
描
惑
論
」
内
成
立
年
代
円
推
定
の
根
拠
は
、
地
名
達
『
中
闘
目
時
串
史
』
「
宗
山
粒
目
鍬
筒
」
で
あ
る
。
た
だ
、
王
E
生
氏
も
断
定
は
し
て
お
ら
ず
、
黄
地
持
氏
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
表
現
で
そ
の
成
立
年
代
が
明
確
に
は
知
り
得
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
ば
ら
〈
、
時
留
し
て
お
き
た
い
.
(
5
)
戦
前
は
‘
鈴
木
虎
雄
氏
「
蹴
燥
本
文
心
雄
投
勘
記
」
(
『
内
勝
博
士
坦
暦
祝
賀
宜
開
m
申
論
叢
ヘ
一
九
二
六
年
.
所
収
固
)
、
及
び
一
戸
図
措
鴫
氏
「
文
心
雌
部
棟
字
帥
の
現
代
的
意
義
」
(
『
斯
文
』
ニ
四
巻
十
一
期
a
一
九
四
二
年
J
な
ど
が
教
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
会
い
。
噛
揖
は
ま
と
ま
っ
た
論
文
・
車
引
訳
注
aど
、
あ
わ
せ
て
二
十
五
種
ほ
ど
あ
る
。
い
ち
い
ち
は
列
挙
し
な
い
が
、
興
腿
宏
氏
円
訳
住
(
筑
摩
書
房
二
九
六
八
年
J
、
及
び
戸
国
治
暁
氏
の
訳
注
(
明
治
書
院
固
ω、
一
九
七
四
年
.
m、
一
九
七
八
年
J
は
、
特
錯
す
べ
き
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
、っ.
(
6
)
た
と
え
ば
、
道
文
湖
氏
の
『
中
園
通
史
問
嗣
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
a
《
怖
畢
古
文
筆
冊
(
活
文
澗
民
は
、
「
序
志
酷
五
十
」
の
A
敷
讃
聖
旨
、
其
若
注
経
.
而
馬
郡
諸
冊
、
宏
之
己
柑
、
脱
有
揮
解
、
米
足
立
京
.v
と
い
う
文
に
よ
っ
て
、
劉
脱
は
儒
学
の
古
文
学
派
に
属
し
て
い
る
と
し
て
い
る
J
的
特
貼
是
官
接
上
師
向
子
唯
物
主
義
、
不
同
子
主
祭
和
怖
附
申
。
量
管
制
臨
精
通
偽
筆
、
但
在
論
文
時
、
却
明
確
表
示
一
唯
物
主
義
的
観
貼
J
ま
た
、
同
じ
く
陸
侃
如
氏
は
、
「
《
丈
心
班
龍
V
論
ハ
逝
〉
」
(
『
丈
史
哲
』
健
月
刊
。
一
九
六
一
年
三
期
J
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
・
《
劉
叫
的
思
想
基
本
上
赴
唯
物
主
義
的
、
恒
也
有
唯
心
主
義
因
藷
.v
(
7
)
偶
京
的
琵
現
、
道
京
的
表
現
に
つ
い
て
は
、
問
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
.
諸
家
の
註
釈
を
参
問
。
仏
教
的
表
現
に
つ
い
て
は
、
「
論
説
第
十
八
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
ハ
動
極
紳
源
、
其
般
若
之
絶
境
手
J
《
故
其
義
貴
国
遇
。
V
ニ
の
〈
般
苦
v
、
《
四
週
V
は
、
明
ら
か
に
仏
教
的
表
現
で
あ
る
と
冒
、
え
よ
う
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
右
豊
氏
の
2
人
心
離
部
原
道
奥
偽
造
義
疏
詮
』
を
参
問
。
{
8
)
フ
y
サ
ル
・
司
経
瞳
と
判
断
』
(
9
)
M
・
ヴ
ェ
l
パ
白
『
枇
骨
科
犠
お
よ
び
吐
骨
政
常
的
認
識
の
客
観
性
』
64 
(
叩
)
①
-
一
戸
図
惜
暁
。
町
文
心
雌
龍
h
(
明
治
書
院
J
の
解
周
.
②
高
橋
和
巴
。
「
劉
眠
《
丈
心
雌
龍
》
文
山
申
論
の
基
礎
概
土
の
柚
討
」
(
『
中
園
丈
附
学
報
』
揖
三
冊
.
一
九
五
五
年
。
)
③
王
仁
拘
目
「
文
心
離
龍
用
品
考
L
(
{
1
)
⑤
所
収
。
)
@
掛
明
問
。
「
従
《
文
心
雌
抽
出
原
道
・
序
志
〉
箱
看
劉
邸
的
思
想
」
(
『
文
筆
坦
産
』
地
輯
十
一
輯
、
あ
る
い
は
、
(
l
)
①
(
l
)
②
所
眼
目
)
な
ど
.
な
お
、
ハ
晶
一
元
論
〉
そ
の
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
捌
艇
の
独
創
で
は
な
い
。
『
虫
記
』
「
太
史
公
自
序
」
、
『
波
書
』
「
軒
丈
志
、
六
器
時
楠
序
」
な
ど
に
見
え
て
い
る
・
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
拠
代
に
お
い
て
、
す
で
に
、
五
経
の
な
か
で
も
八
品
v
は
特
抹
な
も
の
で
あ
る
と
.
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
六
朝
時
代
に
お
い
て
は
、
迫
車
に
よ
っ
て
、
立
る
子
』
、
『
仲
拍
子
』
と
合
わ
せ
て
、
《
三
主
V
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
句
に
、
仏
教
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
そ
の
紺
口
と
し
て
、
ハ
品
の
論
理
v
が
専
ら
用
い
ら
れ
た
こ
と
(
(
羽
)
参
照
。
)
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
八品
v
に
哲
学
的
損
拠
を
世
く
こ
と
は
、
時
代
社
会
に
共
通
し
た
、
一
般
的
傾
向
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
.
(
日
)
興
腿
宏
氏
の
『
丈
心
雌
龍
』
訳
注
に
掠
る
。
(
ロ
)
〈
位
理
定
名
、
特
干
大
島
之
敵
、
其
毘
文
周
囲
十
九
筒
而
巳
固
V
な
お
、
『
丈
心
雌
槌
』
の
本
文
は
、
活
文
湘
氏
の
『
文
心
雌
鵡
注
』
に
依
っ
た
a
以
下
閉
じ
。
{
日
)
た
だ
し
、
《
易
v
の
構
成
と
如
相
に
一
致
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
。
ま
た
.
斑
文
制
民
は
、
『
丈
心
雌
龍
也
』
「
序
志
揖
五
十
」
の
注
二
に
お
い
て
、
轄
遣
の
司
阿
枇
垂
心
論
』
の
序
を
引
用
L
、
そ
の
あ
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
八
白
書
記
節
以
上
.
印
所
甜
界
品
也
、
紳
且
筒
以
下
、
印
所
謂
間
論
也
。
v
す
企
わ
ち
、
『
文
心
雌
龍
』
の
全
体
的
構
成
は
、
仏
教
の
彬
響
、
特
に
『
阿
耽
垂
心
論
』
円
影
響
を
畳
け
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
@
な
お
、
検
討
を
聖
す
る
平
明
で
あ
る
固
(
日
)
(
叩
)
③
に
既
出
。
(
日
)
「
柴
府
揖
七
」
h
い
つ
い
て
は
、
戸
悶
措
暁
氏
の
註
釈
(
明
治
書
院
本
)
に
、
一
例
.
挙
げ
ら
れ
て
い
る
.
す
な
わ
ち
、
A
中
和
之
響
、
聞
其
不
浬
.v
の
〈
聞
v
に
つ
い
て
、
氏
は
、
「
『
易
経
』
盟
卦
に
〈
其
の
戸
を
阿
ふ
に
、
聞
と
し
て
其
れ
人
王
L
V
と
あ
る
U
と
し
て
お
ら
れ
る
・
な
お
、
易
の
本
文
は
次
の
よ
ヲ
で
あ
る
・
〈
製
目
、
盟
其
昆
.
天
際
捌
也
四
阿
其
戸
、
聞
其
王
人
‘
自
蔵
也
.v
ま
た
、
背
叔
琳
(
『
文
心
眼
龍
輯
誌
』
)
且
ぴ
影
腫
環
(
『
丈
心
雌
阻
陣
義
』
)
は
、
《
化
動
八
風
。
v
の
《
八
凪
〉
に
つ
い
て
.
《
易
韓
v
の
八
八
節
之
風
謂
之
八
凪
J
を
典
故
と
し
て
挙
げ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
古
宮
そ
の
も
の
で
は
企
い
の
で
、
王
仁
鈎
氏
は
採
ら
な
い
a
な
お
、
明
文
心
雌
龍
』
に
見
ら
れ
る
《
緯
書
v
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
衷
弔
第
十
三
一
」
、
「
指
暇
前
四
十
ご
は
、
諸
事
の
注
釈
に
一
間
も
挙
げ
な
(
同
)
王
仁
拘
氏
の
「
文
心
雌
龍
用
品
考
」
(
(
叩
)
に
既
出
J
に
よ
っ
て
、
用
例
を
務
理
し
な
お
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
上
は
、
章
融
。
下
は
.
八
品
v
を
典
故
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
句
の
散
.
同
川
凶
。
2
ロ
・
3
8
0
4
3
・
5
1
2
・
6
1
2
・
何
日
叫
。
8
1
3
0
9
1
3
a
叩
4
.
u
l
3
・
ロ
1
1
・
M
け
川
町
・
M
l
3
a
悶
4
.
日
4
.
日
4
・
日
9
.
四
9
0
叩
5
.
E
2
。
詑
2
・
田
4
0
H
4
。
出
1
8
・
出
1
7
.
訂
正
田
3
・
却
問
。
却
1
5
.
剖
1
2
。
担
l
5
.
四
1
3
a
M
1
5
・
珂
1
2
.
晶
1
2
.
目
l
3
・
日
1
3
.
四
1
4
0
叫
3
。
出
0
。
担
3
.
岨
7
.
叫
3
.
拓
7
.
岨
3
.
訂
6
0
岨
2
0
岨
4
園
田
1
4
.
以
上
、
全
部
で
二
百
二
十
四
問
。
句
の
明
り
方
に
よ
っ
て
多
少
の
出
入
が
あ
る
と
思
う
が
、
大
勢
は
聖
化
し
な
い
で
あ
ろ
う
.
{
口
)
「
原
道
第
一
」
に
.
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
、
表
の
通
り
で
あ
る
。
{
国
)
(
日
)
に
既
出
.
(
日
}
※
は
、
臨
宗
眠
氏
の
J
人
心
雌
龍
鼎
陣
」
(
(
1
)
@
所
収
J
に
よ
っ
て
追
加
し
た
も
の
。
(
叩
)
こ
の
文
の
《
物
相
韓
、
故
目
立
J
の
、
帥
康
伯
の
桂
は
、
次
の
よ
つ
で
あ
る
-
A
剛
栗
究
錯
、
玄
茸
相
雑
。
v
(
剖
)
。
は
、
王
仁
鈎
氏
の
「
文
心
服
稿
用
品
考
」
(
(
叩
)
(
日
)
に
既
出
J
に
よ
っ
て
追
加
し
た
も
の
。
(
担
)
韓
康
伯
の
技
a
韓
康
伯
に
つ
い
て
は
、
(
訂
)
を
参
聞
の
こ
と
。
(
回
)
石
豊
氏
は
、
『
文
心
眼
前
原
道
刷
判
例
道
義
疏
誼
』
に
お
い
て
、
八
丈
心
雌
問
所
臣
、
脇)
所
明
的
道
.
是
悌
湾
這
是
一
個
悶
撲
不
破
的
定
論
。
v
と
述
べ
、
制
邸
の
椙
本
思
想
が
、
仏
教
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
柑
融
に
論
じ
て
い
る
。
仏
教
の
思
惟
方
法
が
、
当
時
の
知
融
人
を
し
て
思
想
的
に
深
化
せ
し
め
、
あ
る
場
合
に
は
仏
教
信
者
と
為
さ
し
め
た
こ
と
は
、
疑
い
、
え
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
事
情
は
少
し
異
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
ヲ
か
。
本
国
済
氏
が
、
『
昌
則
宇
』
(
平
奨
-
寺
書
庖
.
一
九
六
O
年
十
一
月
。
)
部
ニ
章
第
三
節
に
お
い
て
、
「
こ
の
時
代
、
仏
教
の
理
解
を
助
け
る
手
段
と
し
て
、
者
荘
の
理
論
を
媒
介
と
し
て
仏
教
教
義
を
解
釈
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
.
そ
の
際
、
時
と
し
て
晶
の
理
論
が
借
り
て
米
ら
れ
る
・
こ
れ
は
品
が
冊
教
経
典
で
あ
り
な
が
ら
老
荘
と
な
ら
ぷ
揖
い
を
畳
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
然
起
り
う
べ
き
現
像
で
あ
る
白
こ
の
場
合
、
引
く
人
の
晶
の
理
解
は
、
当
然
王
弼
、
韓
康
伯
の
解
釈
の
線
に
沿
っ
て
い
る
U
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
、
そ
れ
の
方
が
事
実
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
・
『
弘
明
拙
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
宗
荊
の
「
明
倫
論
」
、
冊
承
天
の
「
達
性
論
へ
顔
延
之
の
「
揮
遠
性
論
」
、
聾
遣
の
「
抄
門
不
敬
王
者
論
」
な
ど
の
論
理
展
開
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
王
弼
、
韓
康
伯
の
《
易
V
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
墨
氏
の
論
証
も
い
さ
さ
か
葱
強
で
あ
り
、
『
文
心
雌
施
』
に
限
定
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
根
本
思
想
が
、
仏
教
に
思
想
に
依
拠
し
て
い
る
と
見
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
ょ
っ
に
思
う
.
楊
明
岡
氏
「
従
丈
心
雌
龍
原
道
序
志
鮪
看
劉
偲
的
思
想
」
{
(
刊
)
@
に
既
出
。
)
、
陸
侃
如
氏
「
文
心
雌
龍
論
道
」
(
(
6
)
に
既
出
J
、
抱
文
醐
氏
『
中
園
通
史
問
繭
』
な
ど
を
参
照
の
こ
と
・
た
だ
し
、
仏
教
の
影
響
が
全
然
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
(
7
)
に
お
い
て
見
た
と
お
り
で
ゐ
る
.
む
し
ろ
、
『
梁
暫
』
「
劉
邸
怖
」
に
お
い
て
A
依
抄
円
増
柏
、
典
之
居
産
税
十
除
年
.
進
博
通
経
論
、
因
匝
別
部
頼
.
持
而
序
之
。
今
定
林
寺
級
車
都
所
定
也
.
(
中
略
)
然
僻
矯
文
長
於
併
理
、
京
師
寺
塔
及
名
僧
碑
誌
、
必
諦
観
製
文
。
有
数
典
懇
震
抄
門
於
定
林
寺
撰
経
誼
、
功
畢
、
遂
啓
求
出
家
、
先
婚
按
挺
以
自
昔
、
紋
許
44。
乃
於
寺
醐
出
版
、
改
名
轄
地
。
v
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
仏
教
の
影
響
を
深
〈
受
け
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
仏
教
的
且
惟
方
法
が
な
か
勺
た
な
旬
、
『
文
心
雌
組
』
は
、
い
ま
見
る
よ
う
な
暗
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
も
、
大
き
く
は
誤
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
本
田
氏
の
推
定
的
範
囲
内
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
・
文化雌龍研究序説(門65 
(
出
)
た
と
え
ば
、
楊
明
間
氏
は
、
「
挫
文
心
雌
関
原
道
序
志
繭
看
劉
臨
的
思
想
」
{
(
叩
}
@
に
既
出
回
)
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
・
〈
現
事
要
進
一
歩
間
文
原
於
砂
川
唱
e
的
論
鮎
是
劉
偲
的
創
見
鳴
?
個
人
不
成
熟
的
看
法
、
tnk燕
源
於
〈
周
晶
可
理
由
是
.
舗
中
陣
属
用
{
周
晶
V
的
酔
句
和
一
再
提
到
有
閥
〈
周
品
〉
的
故
買
外
、
如
ρ
斑
克
之
輩
ヘ
，
理
地
之
市
ヘ
M
商
卑
定
位
、
雨
俄
既
生
ヘ
。
凱
天
文
以
極
製
恥
事
人
文
以
成
化
e
之
類
、
都
是
《
周
晶
V
上
面
的
説
法
、
其
官
的
経
書
是
不
経
見
的
。
v
(
出
)
大
き
〈
‘
ω前
漢
、
ω桂
浪
、
間
六
朝
唐
、
仙
東
明
、
同
市
朝
と
分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
閉
ま
で
で
あ
る
。
(
田
)
王
弼
の
伝
記
は
、
『
三
園
志
』
「
説
書
鍾
合
冊
附
王
弼
叫
」
、
及
び
そ
の
袈
桂
之
住
所
引
の
、
冊
助
の
「
王
弼
仰
」
、
話
盛
の
言
、
『
博
物
記
』
、
『
貌
氏
春
秋
』
な
ど
の
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
.
な
お
、
王
弼
の
〈
品
v
解
釈
に
つ
い
て
は
①
加
賀
栄
治
氏
『
中
園
古
典
解
開
史
醜
晋
簡
』
吋
第
三
章
。
王
弼
の
〈
周
晶
注
〉
に
お
け
る
新
解
揮
」
{
勤
草
書
房
.
一
九
六
四
年
。
)
②
同
氏
「
貌
晋
に
於
け
る
古
典
解
揮
の
か
た
ち
l
王
弼
の
《
周
易
注
》
に
つ
い
て
|
」
(
『
人
文
論
究
』
革
巻
。
函
館
人
文
串
合
.
一
九
五
年
J
③
本
国
済
氏
『
易
拳
』
「
第
二
章
、
揖
一
日
一
節
。
王
弼
、
そ
れ
以
桂
」
{
(
田
)
に
既
出
.
)
④
林
麗
異
氏
『
王
弼
丑
其
易
問
中
』
(
圏
立
畳
構
大
串
文
印
字
院
。
民
園
六
十
六
年
二
日
叫
)
⑤
晶
宜
前
氏
他
『
中
薗
哲
修
史
』
「
串
ニ
筒
開
五
章
、
(
ニ
)
。
桐
曇
王
弼
及
玄
拳
家
之
経
m
申
」
ほ
か
.
⑥
在
外
直
氏
他
『
中
園
思
想
通
史
』
吋
第
三
巻
、
措
四
章
、
車
一
師
・
何
号
王
弼
的
組
事
形
式
丑
其
針
謀
冊
哩
訓
的
玄
耕
改
造
」
、
「
問
、
出
三
師
。
主
明
思
想
U
ほ
一ヵ
②
皮
錫
瑞
著
、
周
予
同
注
押
『
経
畢
歴
史
』
「
五
。
経
串
中
衰
時
代
」
⑧
闘
正
郎
氏
「
王
弼
の
無
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
中
闘
接
合
報
』
第
十
集
。
一
九
五
八
年
。
所
収
J
⑨
狩
野
直
喜
氏
『
拙
晋
凶
牢
術
考
』
「
十
一
。
極
撃
と
老
荘
思
車
岡
l
主
弼
易
注
」
、
「
五
十
四
。
晶
H
王
弼
」
(
筑
摩
書
房
.
一
九
六
八
年
J
⑪
同
氏
『
中
国
哲
畢
史
』
「
第
四
輔
、
第
三
車
、
第
二
節
、
第
三
款
。
王
弼
」
(
岩
66 
世
書
届
.
一
九
五
三
年
J
⑪
玉
城
成
四
郎
氏
『
中
国
冊
数
思
担
の
形
成
・
開
一
過
』
「
第
四
輩
、
前
三
節
・
主
題
と
王
弼
」
(
筑
摩
書
房
。
一
九
七
一
年
七
月
J
⑫
著
者
不
明
.
『
説
晋
思
想
論
』
(
畳
輔
中
華
書
局
@
民
国
六
十
二
年
四
月
。
)
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
(
町
)
韓
康
伯
の
伝
記
は
、
『
晋
瞥
』
「
韓
伯
僻
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
白
な
お
、
こ
こ
に
は
〈
晶
v
に
注
し
た
こ
と
は
普
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
韓
康
泊
の
八
晶
v
解
釈
に
つ
い
て
は
、
①
加
賀
革
治
氏
「
王
弼
よ
り
韓
康
伯
へ
|
主
弼
の
《
周
晶
注
〉
に
つ
い
て
(
繍
)
|
L
(
『
人
文
論
究
』
揖
巻
.
函
館
人
文
撃
合
。
一
九
五
年
J
②
荷
野
直
喜
氏
『
貌
晋
附
申
術
考
』
「
五
十
五
.
晶
口
1
峠
康
抽
」
(
(
甜
)
@
に
既
出
。
)
な
ど
の
ほ
か
、
(
回
)
に
挙
げ
た
も
の
を
参
聞
の
こ
と
。
(
国
)
繋
辞
伝
.
説
卦
伝
。
序
卦
伝
.
雑
卦
伝
。
(
四
)
加
賀
聾
治
氏
は
唱
呈
エ
弼
よ
り
韓
康
伯
へ
」
(
(
出
)
①
に
既
出
J
に
お
い
て
、
両
者
の
蓋
異
の
側
面
に
、
主
と
し
て
佐
川
占
を
当
て
て
、
論
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
@
六
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
こ
ろ
、
両
者
の
異
質
性
は
、
〈
碑
氏
親
畳
業
於
王
弼
、
承
王
弼
之
官
、
故
引
弼
云
以
誼
其
義
V
(
孔
頴
達
『
眉
品
』
「
繋
辞
ト
栴
」
《
大
柿
之
蚊
五
十
、
其
周
囲
十
有
九
V
の
正
義
i
た
だ
し
、
こ
の
記
述
は
事
実
に
圧
す
る
J
と
記
載
さ
れ
、
『
惰
瞥
』
「
経
籍
志
」
に
お
い
て
、
〈
周
晶
十
事
a
貌
尚
書
郎
王
弼
注
、
六
十
四
卦
六
巻
.
韓
康
伯
注
、
繋
辞
以
下
三
唱
.v
と
連
記
さ
れ
、
ま
た
、
陸
徳
明
の
勾
経
典
牌
文
』
序
録
に
お
い
て
は
、
八
唯
鄭
康
成
、
王
輔
嗣
所
注
行
子
世
、
而
王
氏
購
世
所
E
.
今
以
王
蝿
主
、
其
繋
辞
己
下
、
王
不
注
、
相
承
以
韓
康
伯
注
概
之
、
今
亦
周
韓
本
。
v
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
少
く
と
も
ニ
の
時
代
に
は
、
両
者
の
思
想
は
、
補
足
し
あ
う
関
係
に
は
あ
っ
て
も
、
き
わ
だ
っ
て
異
質
な
内
容
を
も
つ
も
の
と
は
見
な
さ
れ
い
な
か
っ
た
と
、
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
立
お
、
孔
頴
遣
の
正
義
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
王
曙
麟
『
園
事
紀
聞
』
辺
を
つ
易
」
参
問
。
ま
た
、
劉
臨
町
生
世
年
は
、
お
お
よ
そ
西
暦
四
六
五
年
か
ら
五
二
O
年
頃
で
あ
り
王
弼
と
は
、
二
百
五
十
年
齢
、
韓
康
伯
と
は
、
百
三
十
年
除
り
踊
っ
て
い
，。.
(
却
}
な
お
、
『
文
心
服
組
』
に
お
い
て
、
王
弼
に
つ
い
て
述
べ
た
記
載
は
、
次
の
ニ
文
村
~
仲
り
手
、
ホ
り
噌
Awa
①
《
詳
観
蘭
石
之
4
4
世
、
仲
宣
之
去
代
、
叔
在
之
排
聾
・
太
初
之
本
元
、
輔
嗣
之
雨
冊
・
平
叔
之
ニ
論
、
並
師
心
掛
見
、
諦
頴
精
密
、
護
人
倫
之
英
略
V
(
「論
説
揮
十
八
」
)
②
〈
若
毛
公
之
訓
詩
、
安
圃
之
wq臨
郵
君
之
曙
班
、
王
弼
之
解
晶
、
要
約
明
暢
、
可
寓
式
失
J
(
同
右
目
)
ま
た
、
韓
牒
伯
に
つ
い
て
は
、
一
ー
文
も
な
い
。
(
出
)
王
弼
は
、
〈
晶
v
解
釈
に
お
い
て
、
画
期
的
展
開
を
見
せ
た
の
で
あ
る
が
.
そ
の
解
釈
原
則
は
、
『
周
晶
時
例
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
劉
艇
が
、
も
し
も
『
周
易
時
例
』
に
よ
っ
て
文
を
織
つ
な
し
て
い
る
の
な
ら
.
『
文
心
雌
龍
』
が
、
王
弼
の
解
釈
に
よ
る
ハ
晶
〉
に
根
を
お
い
て
い
た
確
か
な
証
拠
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
、
ヮ
。
な
お
.
『
周
晶
略
例
』
に
つ
い
て
は
.
①
戸
一
回
盟
三
郎
氏
「
王
輔
嗣
周
晶
略
例
考
」
(
『
黄
島
大
仰
主
又
附
宇
都
紀
要
〈
哲
m
宇ど
捕
二
四
巻
、
一
一
担
。
一
九
六
五
年
三
月
J
②
加
賀
祭
治
氏
『
中
国
古
典
解
開
史
』
「
郡
三
傘
、
第
二
師
、
二
。
内
田
昌
時
例
〉
に
示
さ
れ
た
解
稗
原
則
」
(
(
出
)
①
に
既
出
。
)
な
ど
を
参
問
。
(
担
)
加
賀
捷
拍
氏
『
中
国
古
典
解
稗
史
』
「
臨
三
章
、
部
二
節
、
二
日
(
(
出
)
②
に
既
出
J
に
よ
る
a
H
、
品
全
体
の
義
を
明
ら
か
に
し
た
卦
呈
の
根
本
原
則
。
口
、
全
解
釈
を
通
ず
る
植
本
方
法
ま
た
は
、
曲
度
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
た
論
理
的
植
本
原
則
。
(
出
)
こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
朱
需
は
、
『
国
品
本
義
』
に
お
い
て
、
〈
侯
之
ニ
字
情
a
V
と
し
て
い
る
.
し
か
し
、
こ
の
韓
牒
伯
誌
は
、
〈
諸
候
、
物
主
、
有
馬
者
也
。
能
説
寓
物
之
心
、
能
楠
偶
者
之
務
J
と
な
っ
て
お
り
、
孔
頴
遣
の
『
正
義
』
も
、
韓
康
伯
注
に
そ
っ
て
為
さ
れ
て
い
る
・
以
上
の
こ
と
か
ら
、
主
弼
・
韓
康
伯
、
及
び
劉
躍
の
回
附
し
た
官
勿
V
に
は
、
〈
侯
之
v
の
二
字
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
・
『
揮
丈
』
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
a
(
出
}
林
鹿
毘
氏
の
『
王
弼
及
其
品
祭
』
に
よ
る
と
、
韓
康
伯
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
脇)
王
弼
の
言
葉
は
、
『
大
桁
論
』
の
な
か
の
も
の
で
あ
る
。
(
担
)
封
侃
氏
は
、
2
人
心
雌
龍
札
記
』
(
典
文
出
版
社
。
一
九
五
九
年
J
に
お
い
て
、
A
磁
白
太
極
.v
の
悔
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
八
品
繋
酔
上
韓
注
目
.
太
極
者
、
売
栴
之
格
、
不
可
得
而
名
、
取
有
之
所
極
況
之
太
極
者
也
。
擁
韓
義
、
別
所
制
形
無
未
分
以
前
属
太
極
町
衆
理
之
錦
、
言
思
幌
断
、
亦
日
太
極
、
非
陳
排
半
明
半
時
之
太
極
因
。
v
意
を
得
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
(
甜
)
こ
の
言
葉
は
、
《
品
v
の
経
伝
に
一
例
も
な
い
。
(
町
)
楊
明
朗
氏
は
、
『
文
心
雌
砲
校
注
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
ヲ
に
述
べ
て
い
る
。
《
断
決
、
唐
本
作
決
断
。
按
唐
本
是
也
。
v
さ
ら
に
、
そ
の
証
拠
と
し
て
、
こ
の
「
聾
解
下
仰
」
の
韓
康
伯
注
ホ
且
ぴ
『
七
時
h
の
八
官
官
以
決
断
、
断
者
、
義
之
設
也
.v
と
い
う
文
を
挙
げ
て
い
る
.
な
お
、
別
献
の
『
七
略
』
の
文
は
、
『
初
筆
記
』
巻
二
十
一
、
及
ぴ
『
士
平
御
覧
』
巻
六
百
九
に
見
え
る
。
ま
た
敦
也
出
土
唐
写
本
『
文
心
雌
龍
』
に
つ
い
て
は
、
東
洋
文
庫
に
お
い
て
.
大
英
博
物
館
所
蔵
の
唐
写
本
の
写
真
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
い
た
.
(
描
重
規
氏
『
唐
稿
文
心
雌
阻
残
本
会
校
』
(
新
E
研
究
所
。
民
困
五
十
九
年
J
及
び
『
文
心
雌
龍
研
究
専
蹴
』
(
(
1
)
④
に
既
出
。
)
に
写
真
が
付
持
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
J
(
招
)
小
論
は
.
テ
キ
ス
ト
と
し
て
泡
文
欄
氏
の
『
文
心
雌
抽
出
注
』
を
世
用
し
て
い
る
が
、
活
文
測
氏
は
、
世
担
琳
校
本
を
最
普
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
に
舵
棚
惜
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
こ
こ
は
、
A
艶
過
合
適
.
〉
と
な
っ
て
い
る
@
そ
の
割
注
に
、
〈
帯
(
仲
寄
士
宮
唐
詩
本
音
適
作
週
官
J
と
し
、
出
二
四
に
お
い
て
、
八
作
適
合
是
av
と
判
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
張
立
粛
氏
の
『
士
、
心
雌
郎
考
異
』
(
正
中
書
局
。
民
国
六
十
三
年
J
は
、
や
や
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
〈
皿
宮
通
合
適
.
梅
本
出
山
本
黄
本
並
同
.
唐
事
本
作
適
骨
.v
と
述
べ
、
「
繋
僻
下
情
」
、
及
び
そ
町
韓
康
伯
注
を
挙
げ
て
証
と
な
し
、
八
唐
寓
本
是
J
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
楊
明
照
氏
は
、
『
文
心
雌
砲
校
注
』
に
お
い
て
、
〈
按
唐
本
極
是
av
と
し
、
「
章
句
第
三
十
四
」
、
「
練
字
師
三
十
九
」
、
「
益
集
揖
四
十
二
」
に
お
い
て
《
適
合
V
と
い
う
言
葉
が
慣
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
と
し
て
い
る
。
諸
氏
の
説
に
よ
っ
て
改
め
た
。
な
お
、
唐
写
本
に
つ
い
て
は
、
{
訂
)
と
同
じ
.
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(
拍
)
《
適
合
円
八
合
適
V
と
い
う
言
葉
は
、
と
も
に
、
ハ
易
v
の
経
伝
に
一
例
も
な
ぃ
。
な
お
、
A
官
通
v
と
い
ヲ
言
葉
は
.
「
繋
酔
上
叫
し
に
二
例
あ
る
。
(
叫
)
「
隠
芳
朗
四
十
」
の
、
〈
醤
長
象
之
嬰
互
組
、
川
端
之
租
珠
玉
也
。
故
互
強
嬰
長
、
同
化
成
四
輩
、
珠
玉
潜
水
、
而
測
量
方
四
J
に
お
け
る
八
互
位
v
、
〈
費
量
v
と
い
う
の
が
唯
一
、
拠
偶
の
易
説
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
{
叫
}
主
犯
の
《
昌
v
解
釈
は
、
た
し
か
に
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
全
〈
〈
旧
v
に
よ
ら
ず
ハ
新
V
を
打
出
し
た
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
朱
揖
尊
の
よ
岨
義
考
』
巻
十
に
、
《
石
介
目
、
王
弼
多
取
康
成
苗
解
、
時
之
訓
説
、
今
之
品
茸
出
於
費
説
也
.v
と
あ
る
。
加
賀
柴
拍
氏
『
中
園
古
典
解
博
史
』
第
三
章
(
(
田
)
①
に
既
出
J
、
閥
正
郎
氏
「
王
弼
の
無
に
つ
い
て
」
(
(
部
)
③
に
脱
出
J
、
林
間
民
氏
『
王
弼
丑
其
易
事
』
な
ど
を
参
問
。
(
叫
)
耶
罰
『
論
語
注
疏
』
「
述
而
第
七
」
《
志
於
道
v
疏
所
引
。
な
お
、
『
附
志
』
に
、
ハ
論
語
稗
疑
三
者
。
王
弼
撰
J
と
あ
る
。
(
岨
)
そ
の
ほ
か
に
参
考
と
す
べ
き
も
の
は
「
視
草
」
A
復
其
見
天
地
之
心
乎
J
の
王
弼
注
、
及
び
王
弼
の
『
岩
子
注
』
の
言
葉
で
あ
る
。
特
に
Z
4子
注
』
に
は
、
参
考
と
な
る
文
が
多
い
。
(
叫
)
こ
の
文
章
な
、
「
繋
酔
土
問
」
円
八
一
陰
一
陽
之
詞
道
〉
に
お
け
る
注
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
慣
用
さ
れ
て
い
る
・
王
弼
と
韓
康
泊
の
融
ゑ
関
係
は
、
こ
こ
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
.
(
布
)
加
賀
靖
治
氏
の
『
中
国
古
典
解
稗
史
』
「
臨
三
章
、
車
三
師
、
-
ニ
U
(
(
出
)
①
に
既
出
J
を
参
照
。
(
岨
)
①
本
図
済
氏
『
易
附
申
』
(
(
泊
)
に
既
出
。
}
②
加
賀
措
治
氏
判
中
国
古
典
解
博
史
』
(
(
国
)
①
に
既
出
。
)
③
今
井
宇
三
郎
民
「
無
極
而
太
極
に
つ
い
て
」
{
『
日
本
中
固
与
一
官
報
』
車
四
e
一
九
五
二
年
。
所
収
J
@
関
正
郎
氏
「
玉
弼
の
無
に
つ
い
て
」
(
(
出
)
⑧
に
既
出
。
)
⑤
松
本
雅
明
氏
「
組
晋
に
お
け
る
無
向
思
想
向
性
格
」
(
『
史
串
雑
誌
』
臨
五
十
一
捕
。
一
九
三
九
年
五
月
J
な
ど
を
参
問
。
(
訂
)
《
種
用
的
論
理
V
は
本
来
、
仏
教
、
あ
る
い
は
、
そ
の
影
響
を
畳
け
た
朱
子
学
の
論
理
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
〈
本
来
的
論
理
V
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
68 
な
い
.
し
か
し
、
品
回
世
治
氏
は
、
「
体
用
の
歴
史
に
よ
せ
て
」
(
『
理
本
博
士
明
帯
記
晶
例
救
虫
拳
輪
組
』
所
収
J
に
お
い
て
、
王
弼
・
韓
康
情
の
文
章
の
な
か
か
ら
、
体
用
対
挙
の
例
を
あ
げ
、
ニ
者
の
場
合
は
、
す
で
に
「
主
閣
の
圏
内
に
入
っ
て
」
お
り
、
そ
こ
で
値
用
さ
れ
て
い
る
「
休
と
用
と
は
、
あ
き
ら
か
に
カ
テ
ゴ
リ
イ
」
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
.
さ
ら
に
、
福
周
鮮
の
「
大
師
義
略
牌
」
(
『
挽
血
日
玄
按
論
稿
』
所
収
。
)
の
文
を
引
用
し
て
、
参
考
と
し
て
お
ら
れ
る
・
ま
た
、
同
氏
は
『
朱
子
印
字
と
陽
明
耕
』
第
一
章
(
岩
波
新
書
。
一
九
六
七
年
五
月
J
に
お
い
て
も
、
〈
体
用
の
論
理
v
に
つ
い
て
首
且
し
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
加
賀
聾
拍
氏
も
、
『
中
国
古
典
解
稗
史
』
「
郁
三
章
、
揮
三
節
、
一
ニ
」
に
お
い
て
、
八
太
極
V
と
〈
高
有
v
、
つ
ま
り
《
貰
在
V
と
八
現
象
V
と
は
、
「
宋
怖
の
い
わ
ゆ
る
八
世
用
一
致
V
に
ほ
か
な
ら
な
い
U
と
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
山
図
鹿
児
氏
は
、
「
中
閣
の
文
也
と
且
考
椋
式
ヘ
「
パ
タ
ン
・
認
融
・
制
作
」
(
『
混
沌
の
海
へ
』
.
筑
摩
書
房
。
一
九
七
五
年
十
月
。
所
収
J
に
お
い
て
、
中
国
語
抽
特
円
言
語
構
造
の
ヲ
え
に
立
つ
て
な
さ
れ
た
中
国
思
想
は
、
本
来
的
に
体
用
思
想
で
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
.
三
氏
の
所
説
に
航
拠
す
る
固
(
姐
)
宋
柄
の
回
論
に
、
同
様
の
思
考
様
式
が
見
ら
れ
る
。
張
彦
迫
『
歴
代
名
畳
記
』
、
焼
宗
願
「
文
心
融
問
探
原
」
(
(
1
)
m
y所
収
J
な
ど
参
照
。
(
岨
)
八
恒
v
l
l
L
h
i
l
l
ψ
〈用
v
〈道
v
l
l
L帥
l
1・
《
文
v
(
印
)
〔
囚
〕
の
ωi同
の
な
か
の
、
ω.
同
の
士
。
な
お
・
?
文
心
服
部
』
に
お
け
る
〈
位
V
の
用
例
は
、
〈
位
式
v
、
《
組
例
V
な
ど
と
熟
す
る
も
の
を
除
け
ば
、
百
二
十
六
、
〈
用
〉
の
用
例
は
、
六
十
六
ゐ
る
。
そ
の
う
ち
.
A
世
V
と
〈
用
v
が
対
挙
さ
れ
る
の
は
、
次
町
三
例
で
あ
る
.
H
A或
明
理
以
立
也
唱
或
田
義
以
蔵
用
。
〉
(
「
徴
型
掃
二
」
)
国
立
皆
契
断
決
以
象
ー
夫
、
文
章
昭
附
似
象
離
、
此
明
理
以
立
恒
也
固
四
龍
精
義
以
曲
隠
、
五
冊
微
酔
以
蝿
晦
、
此
隠
義
以
蔵
用
也
B
V
(
同
右
)
同
八
句
司
教
字
、
待
相
接
以
晶
用
・
寧
栂
一
義
‘
調
宜
窮
而
成
位
J
{
「
章
句
措
三
十
四
」
)
ま
た
、
由
国
産
次
氏
は
、
「
体
用
の
歴
史
に
よ
せ
て
」
(
(
町
)
に
既
出
。
)
に
お
い
て
、
「
表
現
と
し
て
の
体
用
対
挙
の
確
実
な
冊
」
と
し
て
、
上
記
の
村
、
口
の
丈
を
最
初
に
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
、
《
体
用
の
論
理
〉
の
内
害
を
正
確
に
持
つ
て
い
る
か
ど
っ
か
は
、
さ
ら
に
輪
討
を
要
す
る
と
思
う
が
、
か
か
る
《
惚
V
《用
v
の
龍
用
法
か
ら
、
京
学
の
《
体
用
〉
ま
で
は
、
あ
と
一
歩
を
要
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
.
さ
ら
に
、
劉
臨
が
仏
教
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
(
(
回
)
を
参
照
J
、
そ
の
推
測
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
刷
艇
は
、
思
弁
の
範
曙
と
し
て
の
〈
休
用
v
の
概
告
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
思
考
様
式
と
し
て
は
、
す
で
に
運
用
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
、
妥
当
な
見
解
で
は
な
か
ろ
う
カ
